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【考察】 

①加入者アンケート： 

重症化予防事業対象者の受診促進要因については、初めて受診勧奨を受けた

年のほうが受診に繋がっていたことから、保健指導では、初回で早期受診のメ

リットを伝え、体調や健康づくりについて相談者がいるか、また高血圧等の認

識の有無を丁寧に確認しながら受診行動に紐づけられるような面談ができる

よう尽力したい。また、勧奨前受診者については 60 代に受診者が多い一方、

40 代以下に未受診者が多かったことから重症化を予防するためにも早期介入

を徹底していく必要があり、受診のきっかけとして多かった「健診機関からの

すすめ」や「紹介状が出された」というアンケートの結果より、現在当支部独

自の事業として健診機関へ委託をしている健診当日の受診勧奨業務について、

委託先拡大に繋がるよう健診機関へ協力連携を図っていきたい。 

②保健師アンケート： 

受診に繋がる勧奨方法については、保健指導対象者との信頼関係を築くこと

や受診に関する目標を保健指導の中で設定することが受診に繋がっていたこ

とから、対象者のニーズを把握し、より具体的な情報提供を心掛け目標設定を

意識した保健指導を勧めていきたい。また採用 5年未満の保健師は、受診勧奨

に関わる保健指導に対し満足度が低い傾向があったため、事例を通してステー

ジ別アプローチ法など課題に対する具体策や伝え方・受け止め方について共有

できるような研修を計画していくことが必要だと考える。 

③事業主アンケート： 

事業所の健康管理体制としては、健康管理担当者のいる事業所では、定期健

診を実施し、精密検査対象者にも受診勧奨など対応している割合が多かったこ

とから、事業所には健康管理担当者の配置を勧め、健診事後措置や安全配慮義

務に関する周知と健康経営の視点で事業所単位の健康づくりを実践していけ

るよう支援方法を構築していきたい。 

 

 沖縄県においては 65 歳未満早世の背景に高血圧が起因となっている心疾患

などが死亡率を悪化させていることから、沖縄県・沖縄県医師会・沖縄労働局・

沖縄産業保健総合支援センターと当支部の 5 者にて令和 3 年度包括的連携に

関する協定を締結し、働き盛り世代の健康支援をすすめていく計画があるた

め、5者連携のもと、事業所支援と個別支援を着実に進めていくことで生活習

慣病の重症化・合併症予防に注力したい。 

 

【備考】 

2020（令和元）年度支部調査研究事業として実施。 
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